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特集

今年度、第６次総合計画の後期基本計画がスタートしま
す。本計画に位置付けた重点施策および第２期の「まち・
ひと・しごと創生総合戦略」、「少子化・人口減少対策ア
クションプラン」に位置付けた具体的な施策を進め、「安
全安心なまちづくり」・「健康で快適な市民生活の実現」・
「少子化・人口減少対策」・「活力ある産業づくり」の４
つの項目を重点的に取り組みます。また、国の基本方針
である「カーボンニュートラル」および「デジタル化」、「Ｓ
ＤＧs」の目指す取り組み等について、本計画の各種施
策に関連付け、市政の展開を図ってまいります。

今年度 第６次総合計画の後期基本計画がスタ今年度 第６次次総合合合計計画のの後後期基基本本計計画ががスタ

令和　 年度4
タタタートしまートしま

施政方針
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◆
災
害
時
の
要
支
援
者
避
難
の
た
め
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
整
備
を
進

め
、
避
難
誘
導
等
支
援
体
制
の
確
立
を

図
り
ま
す
。

◆
集
中
豪
雨
等
想
定
外
の
災
害
に
備
え
、

国
の
久
慈
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
多
重
防
御
治
水
の
推
進
や
、

大
雨
時
の
内
水
対
策
と
し
て
固
定
型
排

水
ポ
ン
プ
設
置
に
向
け
た
調
査
に
着
手

し
、
ポ
ン
プ
車
配
備
を
進
め
ま
す
。

◆
災
害
時
情
報
伝
達
手
段
の
強
化
の
た

め
、
引
き
続
き
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
ま
す
。

◆
関
係
機
関
や
避
難
先
市
町
村
の
協
力

を
得
て
、
広
域
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

課
題
を
整
理
し
実
効
性
の
あ
る
「
広
域

避
難
計
画
」
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

◆
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
や
多
様
化
す

る
救
急
需
要
へ
の
対
応
の
た
め
、
災
害

防
災
情
報
等
の
迅
速
か
つ
適
切
な
把
握

に
よ
る
初
動
体
制
の
確
立
や
、
消
防
団

を
核
と
し
た
地
域
防
災
力
、
消
防
水
利

施
設
等
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
管
理
不
全
の
空
き
家
等
の
増
加
の
た

め
、
実
態
調
査
と
有
効
活
用
な
ど
の
管

理
体
制
の
充
実
等
を
図
り
ま
す
。

◆
犯
罪
抑
止
の
た
め
防
犯
灯
の
整
備
を

進
め
、
地
域
の
防
犯
団
体
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
す
。

◆
市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
、
物
流
の

効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
国
道
2
9
3

号
常
陸
太
田
東
バ
イ
パ
ス
な
ど
国
県
道

の
整
備
を
促
進
し
、
市
道
０
１
３
９
号

線
の
幡
町
か
ら
日
立
市
ま
で
の
区
間
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

原
子
力
災
害
対
策
・
消
防
体
制

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

道
路
の
整
備

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
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◆
通
学
や
通
勤
、
買
い
物
時
の
生
活
道

路
と
し
て
、
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上

を
図
り
、
橋
梁
長
寿
命
化
対
策
を
継
続

し
、
市
道
等
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
折
橋
町
地
内
に
配
水
池
築
造
工
事
を

進
め
、
緊
急
時
に
水
道
水
を
安
定
供
給

で
き
る
よ
う
、
施
設
の
維
持
管
理
の
徹

底
や
老
朽
化
が
著
し
い
水
道
施
設
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

◆
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
雨

水
幹
線
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
交
通
安
全
啓
発
活
動
の
実
施
や
通
学

路
等
の
安
全
対
策
を
進
め
、
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の
設
置

費
用
補
助
に
よ
り
、
引
き
続
き
高
齢
者

事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

上
下
水
道
・
公
共
下
水
道
の
整
備
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◆
心
身
と
も
に
健
康
で
快
適
に
老
後
を

過
ご
す
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
、
認

知
機
能
や
社
会
的
つ
な
が
り
が
低
下
す

る
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
と
し
て
、

専
任
保
健
師
を
配
置
し
、
健
診
結
果
に

基
づ
く
疾
病
の
重
症
化
予
防
や
個
別
保

健
指
導
等
を
進
め
ま
す
。

◆
65
歳
以
上
の
方
の
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
を
無
料
化
し
、
高
齢
者
が
受
診

し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

◆
一
般
市
民
へ
の
３
回
目
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
お
よ
び
小
児
等
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
迅
速
に
進
め
ま

す
。

◆
子
育
て
世
代
の
安
心
の
確
保
の
た
め

こ
ど
も
夜
間
診
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、

婦
人
科
等
に
従
事
す
る
医
師
の
確
保
や

看
護
師
不
足
の
解
消
の
た
め
中
核
病
院

等
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強

化
を
図
り
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民
等

と
共
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
認
知
症
な

ど
の
高
齢
者
の
見
守
り
支
援
体
制
の
構

築
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
種
支

援
策
を
推
進
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員

や
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を
強

化
し
、
地
域
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

◆
基
金
を
創
設
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
普
及
・
啓
発
事
業
等
に
取
り

組
む
市
民
や
市
内
事
業
所
等
を
支
援
し
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
動
車
等
の
購
入
補
助
等
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
を
促
進

し
ま
す
。

◆
引
き
続
き
資
源
ご
み
回
収
を
実
施
し
、

町
会
や
地
域
等
と
連
携
し
ご
み
出
し
が

困
難
な
高
齢
者
等
を
支
援
し
ま
す
。

◆
地
域
の
特
性
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
、
交
通
弱
者
に
配
慮
し
た
自

動
運
転
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
等
の
次
世
代
技
術
な
ど
、
第
４
次

再
編
に
向
け
た
調
査
研
究
等
を
行
い
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公
共
交
通

体
系
を
構
築
し
ま
す
。

◆
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
霊
園
整
備
の

た
め
、
瑞
竜
霊
園
の
東
側
未
整
備
区
域

に
お
い
て
、
納
骨
堂
式
合
葬
墓
地
や
樹

木
型
合
葬
墓
地
整
備
の
基
本
設
計
を
行

い
ま
す
。

◆
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
体
力
等
に
応
じ

た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
親
し
め
る
よ
う
、
活
動
の
機
会
創

出
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

な
ど
環
境
整
備
を
進
め
、
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
推
進
の
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
等
の
実
施
体
制
強
化
や

普
及
活
動
に
努
め
ま
す
。

◆
新
総
合
体
育
館
は
、
令
和
９
年
４
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
実
施
設
計
に

取
り
組
み
既
存
体
育
館
の
解
体
を
進
め

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
後
の
管
理
運
営
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

◆
山
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

進
め
、
地
域
活
動
拠
点
と
な
る
集
会
所

施
設
等
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。
地
域

の
方
々
の
理
解
を
得
な
が
ら
、「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
設
立
を
推
進
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

医
療
体
制
の
整
備

高
齢
者
福
祉
お
よ
び
介
護
保
険

公
共
交
通

地
域
の
支
え
合
い
へ
の
支
援

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を

目
指
す
取
り
組
み
・

ご
み
の
排
出
量
削
減

市
営
霊
園
の
整
備

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
へ
の
支
援

地
域
活
動
へ
の
支
援

健
康
で
快
適
な
市
民
生
活
の
実
現
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◆
引
き
続
き
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
に
お

け
る
保
育
料
の
半
額
軽
減
、
お
よ
び
第

３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償
化
、
幼
稚

園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
３
歳
児
以

上
の
給
食
費
の
無
償
化
、
小
中
学
校
給

食
費
の
半
額
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

◆
電
子
母
子
手
帳
機
能
等
を
備
え
た
ア

プ
リ
を
導
入
し
、
予
防
接
種
管
理
・
電

子
申
請
・
情
報
発
信
な
ど
の
新
た
な
支

援
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

◆
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ

こ
キ
ラ
ラ
」
に
お
い
て
、
子
育
て
中
の

悩
み
や
不
安
の
解
消
等
を
図
る
た
め
、

電
話
や
対
面
に
よ
る
相
談
等
に
加
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
育
児
相
談
に
も
対
応
し
、

多
く
の
子
育
て
世
代
の
方
々
が
気
軽
に

利
用
で
き
る
よ
う
相
談
体
制
を
充
実
し

ま
す
。

◆
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
と
相
談
員
に
よ
る
支
援
を
組
み
合

わ
せ
、
出
会
い
の
機
会
の
拡
充
を
図
り
、

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の

開
催
、
市
内
事
業
者
等
が
実
施
す
る
結

婚
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等
を
支
援

し
、
成
婚
率
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
相
談
業
務
の
充
実
や
お
試
し
居
住
、

空
き
家
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
元
化

等
に
よ
る
登
録
物
件
の
拡
充
等
を
図
り

ま
す
。

◆
新
婚
家
庭
家
賃
助
成
や
住
宅
取
得
促

進
助
成
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
移

住
対
応
事
業
等
に
よ
り
、
関
係
人
口
の

拡
大
や
若
い
世
代
の
転
入
・
定
住
等
に

つ
な
げ
ま
す
。

◆
小
中
学
校
２
学
期
制
の
本
格
導
入
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
育

成
と
学
校
生
活
の
充
実
を
図
り
、
教
職

員
の
働
き
方
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

◆
峰
山
小
学
校
・
金
砂
郷
小
学
校
を
新

た
に
開
校
し
ま
す
。
各
小
中
学
校
に
お

け
る
９
年
間
の
学
び
を
通
し
、
深
い
学

び
の
実
現
と
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
充
実
の
た
め
支
援
員
を

全
小
中
学
校
へ
派
遣
し
、
英
語
指
導
助

手
の
配
置
や
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、

英
語
教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
地
域
資
源
・
地
域
人
材
な
ど
の
活
用

に
よ
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
時
代
に
即
し

た
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
図
書
館
で
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
電
子
書
籍
を
導
入
し
、
宅
配
サ
ー
ビ

ス
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
市
民
の
読

書
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

子
育
て
支
援

結
婚
支
援

移
住
・
定
住
の
促
進

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

多
様
な
学
習
機
会
・
多
彩
な

人
材
の
育
成
と
活
用

妊
娠
、出
産
、育
児
等
へ
の
支
援

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
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◆
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
買

い
物
環
境
改
善
や
雇
用
創
出
と
合
わ
せ

て
、
地
域
経
済
活
性
化
や
交
流
人
口
拡

大
を
図
る
た
め
、
大
型
商
業
施
設
や
業

務
系
施
設
の
誘
致
を
促
進
し
、
魅
力
あ

る
市
街
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
用
地
や
工

業
団
地
、
学
校
跡
地
等
へ
の
企
業
誘
致

に
取
り
組
み
、
テ
レ
ワ
ー
ク
設
備
改
修

補
助
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
等
の
起
業
・

創
業
支
援
、
合
同
就
職
面
接
会
の
開
催
、

企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
電
子
化
等
に
よ

り
、
就
業
機
会
の
創
出
を
図
り
、
新
た

な
人
材
確
保
の
た
め
の
企
業
の
ウ
ェ
ブ

広
告
や
働
き
方
改
革
等
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

◆
農
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
担
い
手

確
保
・
育
成
の
た
め
、
初
期
投
資
軽
減

の
た
め
の
軽
貨
物
車
両
購
入
補
助
の
新

設
や
、
事
業
継
承
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
等
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
を
行
い
ま

す
。
認
定
農
業
者
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
の
促
進
等
や
、
農
業
法
人
と
の
連

携
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
等
に

よ
る
農
地
有
効
利
用
の
促
進
に
努
め
ま

す
。

◆
米
・
常
陸
秋
そ
ば
・
果
樹
等
の
高
品

質
化
、
畜
産
農
家
生
産
性
向
上
等
へ
の

支
援
や
本
市
産
チ
ー
ズ
や
農
産
物
・
加

工
品
等
の
流
通
拡
大
や
有
利
販
売
を
推

進
し
ま
す
。
貨
客
混
載
事
業
に
お
け
る

販
路
の
再
構
築
等
を
図
り
ま
す
。

◆
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
に
よ
る
森
林
の
整
備
や
木
材
利
用
の

推
進
、
経
営
体
へ
の
高
性
能
機
械
導
入

支
援
等
に
よ
り
、
森
林
の
適
切
な
経
営

管
理
を
推
進
し
ま
す
。
小
学
校
の
学
習

机
天
板
を
市
産
材
に
入
れ
替
え
、
子
ど

も
た
ち
の
森
林
や
木
材
に
対
す
る
意
識

の
醸
成
等
を
図
り
ま
す
。
民
間
企
業
と

の
連
携
協
定
に
よ
る
市
民
の
森
づ
く
り

事
業
と
し
て
、
里
美
地
区
に
メ
ー
プ
ル

リ
ー
フ
の
森
を
育
て
、
未
来
へ
つ
な
ぐ

森
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
に
よ

る
市
内
消
費
の
喚
起
を
図
る
と
と
も
に
、

商
品
券
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
見
据
え
た
検

討
を
行
い
ま
す
。

◆
中
小
企
業
に
対
し
、
革
新
的
な
事
業

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
を
拡
充
し
、
電
子

商
取
引
サ
イ
ト
構
築
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
促
進
し
、
異
業
種
間
交
流
や
事
業

継
承
支
援
策
と
し
て
、
商
工
会
に
産
業

活
性
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

市
内
企
業
の
活
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

働
く
機
会
の
創
出

農
林
業
の
振
興

良
好
で
魅
力
の
あ
る

市
街
地
の
整
備

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
旅
行
券
の
発
行
や
本
市
へ
の
団
体
旅

行
を
催
行
し
た
旅
行
会
社
へ
の
補
助
、

観
光
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
へ
の
助
成
等

に
よ
る
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

◆
令
和
５
年
度
の
茨
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
計
画
を
受
け
、

関
係
機
関
と
連
携
を
し
た
諸
準
備
を
進

め
ま
す
。
竜
神
峡
エ
リ
ア
で
の
新
た
な

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
創
設
や
、
本
市
の

魅
力
的
な
観
光
資
源
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

観
光
の
振
興

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

4
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特別会計・企業会計の内訳

一般会計歳出の内訳

一般会計歳入の内訳

会 計 区 分

特 

別 

会 

計

金　額 会 計 区 分 金　額
52億7,568万円国民健康保険

8億6,688万円後期高齢者医療

60億6,994万円介護保険
122億1,250万円小　計

企 

業 

会 

計

20億2,976万円水道事業
1億1,921万円工業用水道事業
7億9,612万円簡易水道事業
31億4,775万円下水道事業等
60億9,284万円小　計

特別会計・
企業会計の内訳

前
述
の
事
業
を
推
進
し
な
が
ら
も
、「
選
択
と
集
中
」
の
観
点
か
ら
事
業
を
見
直
し
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
な
る
よ
う
心
掛
け
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

の
概
要

当
初
予
算

令和
４年度その他

25億878万円

市債
18億550万円

繰入金
13億4,947万円

国県支出金
45億2,715万円

地方交付税
91億9,400万円

地方譲与税
3億6,755万円

市税
50億1,755万円

合計
247億7,000万円

合計
247億7,000万円

公債費
24億1,367万円

その他
5,001万円

議会費
2億551万円

総務費
30億1,305万円

民生費
78億4,865万円

衛生費
19億7,195万円農林水産業費

7億4,711万円

商工費
6億2,596万円

土木費
37億9,798万円

教育費
26億3,048万円

消防費
14億6,563万円

一般会計  247億7,000万円
 183億534万円

430億7,534万円

……
……

……

0.1%↑
特別会計・企業会計 2.2%↑

予算総計 1.0%↑

前年度比：
前年度比：

前年度比：

7

＊表中の数値については、万円単位に四捨五入しているので、金額・合計等が一致していない場合があります。
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おめでとうございます

令
和
３
年
度
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
、
和
田
実
花
さ
ん（
機
初
小

３
年
）の
作
品「
す
っ
き
り
め
ざ
め
て
元

気
に
す
ご
そ
う
！
〜
夜
を
か
え
れ
ば
朝

が
か
わ
る
?!
〜
」が
県
知
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。ま
た
、
第
69
回
統
計
グ
ラ
フ
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
出
品
さ
れ
、入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。和
田
さ
ん
は
、
作
品
づ

く
り
に
あ
た
り
、校
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
り
、朝
起
き
ら
れ
る
か
、朝
食
を
た
べ

て
い
る
か
な
ど
を
調
査
。「
円
グ
ラ
フ
を

作
る
の
が
難
し
か
っ
た
。男
の
子
の
ほ
う

が
朝
に
強
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
46
回
ゆ
う
ち
ょ
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
笠
原
輝
さ
ん（
常

陸
太
田
特
別
支
援
学
校
小
学
部
３
年
）が

「
す
て
き
な
デ
ザ
イ
ン
・
ア
イ
デ
ア
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。笠
原
さ
ん
の
作
品

は
、「
竜
神
大
吊
橋
」の
こ
い
の
ぼ
り
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、全
国
か
ら
応
募
の

あ
っ
た
58
万
点
以
上
の
作
品
の
う
ち
の

２
１
９
作
品
に
贈
ら
れ
る
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で

県
知
事
賞
、統
計
グ
ラ
フ

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
賞

２
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た「
令
和
３
年
度

第
20
回
読
み
聞
か
せ
コ
ン
ク
ー
ル（
県
立

図
書
館
主
催
）」
の
自
由
部
門
一
般
の
部

に
お
い
て
、小
林
佐
千
江
さ
ん
が
県
知
事

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。小
林
さ
ん
は
平
成

23
年
か
ら「
読
み
聞
か
せ
屋
サ
チ
エ
」と

い
う
名
前
で
読
み
聞
か
せ
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、平
成
28
年
に
舌
ガ
ン
を

発
症
し
、
舌
の
４
分
の
１
を
切
除
。言
語

障
害
を
乗
り
越
え
て
、今
回
は
舌
ガ
ン
の

こ
と
は
明
か
さ
ず
に
自
分
の
力
を
試
す

た
め
に
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
た
そ
う

で
す
。「
受
賞
し
た
こ
と
で
自
信
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
か
ら
さ
ら
に
精
力

的
に
活
動
し
て
、た
く
さ
ん
の
人
に
読
み

聞
か
せ
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
県
優
秀
教
職
員
表
彰
で
、機

初
小
の
生
田
目
道
晴
教
諭
が
優
秀
教
職

員
に
加
え
て
、
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
オ
ブ

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
）と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。Ｔ
Ｏ
Ｔ
と
は
、
優
秀
教

職
員
の
中
で
、特
に
継
続
的
な
実
践
で
効

果
を
あ
げ
、他
の
教
員
の
指
導
力
向
上
に

寄
与
し
て
い
る
教
員
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。生
田
目
教
諭
は
、
理
科
分
野
に
お

い
て
長
年
に
わ
た
り
子
ど
も
の
思
い
や

考
え
を
大
切
に
し
、日
常
生
活
と
の
関
連

を
重
視
し
た
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
や

教
材
開
発
な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
コ
ン
ク
ー
ル
で

県
知
事
賞

県
優
秀
教
職
員
表
彰

コンクールでは、絵本「かあちゃんえほん
よんで」を朗読。間の取り方や会話の伝わ
りやすさなどが評価されました。

＊学年は令和 3年度のもの
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おめでとうございます

TOPICS

令
和
３
年
度
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン

ク
ー
ル
の
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
に
お

い
て
、
松
田
愛
利
亜
さ
ん（
瑞
竜
中
２
年
）

の
作
品
が
全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議

会
茨
城
県
支
部
長
賞
に
選
ば
れ
、
知
事
賞

入
選
と
な
り
ま
し
た
。松
田
さ
ん
は
、「
下

水
道
が
き
れ
い
で
あ
る
よ
う
に
願
い
を

込
め
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
に
き
れ
い

な
海
が
広
が
る
様
子
を
描
い
た
。賞
を
も

ら
え
て
嬉
し
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

県
下
水
道
促
進
週
間

コ
ン
ク
ー
ル
で
知
事
賞
入
選

２
月
24
日
、Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈

枝
物
部
会
の
皆
さ
ん
が
、
出
荷

最
盛
期
を
迎
え
た
花
桃
を
市
役

所
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。同

部
会
に
よ
る
と
、
今
年
の
花
芽

の
状
況
は
良
好
で
、
品
質
の
良

い
切
り
枝
を
出
荷
で
き
た
そ
う

で
す
。届
け
ら
れ
た
花
桃
は
、市

役
所
ロ
ビ
ー
等
に
飾
ら
れ
た
ほ

か
、市
内
の
幼
稚
園
、保
育
園
、

こ
ど
も
園
に
配
布
さ
れ
、
桃
の

節
句
に
白
と
ピ
ン
ク
の
か
わ
い

ら
し
い
花
が
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
祝
い
ま
し
た
。

３
月
14
日
、
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
で
常

陸
太
田
特
別
支
援
学
校
の
中
等
部
と
高
等

部
の
生
徒
た
ち
が
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
の
販

売
会
を
行
い
ま
し
た
。同
校
で
は
、
令
和
元

年
か
ら
「
Ｏ
Ｔ
Ａ
ぶ
ど
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
み
、
児
童
生
徒
た
ち
が
企
業
の

方
と
一
緒
に
、
学
校
に
隣
接
す
る
畑
で
ぶ

ど
う
栽
培
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。昨
年
秋

に
初
め
て
ぶ
ど
う
を
収
穫
し
、
ぶ
ど
う

ジ
ュ
ー
ス
と
し
て
加
工
し
た
も
の
を
今
回

数
量
限
定
で
販
売
。２
４
０
本
用
意
し
た

ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
は
、
１
時
間
半
ほ
ど
で

完
売
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
「
お
客
さ
ん

に
美
味
し
そ
う
と
言
っ
て
も
ら
え
た
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

奥
久
慈
の
花
桃
を
Ｐ
Ｒ

＊学年は令和 3年度のもの

常
陸
太
田
特
別
支
援
学
校
の

生
徒
が
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
を
販
売



西小沢小学校、幸久小学校、佐竹小学校、
金砂郷小学校、郡戸小学校、久米小学校閉校記念式典
統合により令和３年度をもって閉校となる小学校の閉校記念式典が、３月１９日に金砂郷小学校（武石洋校長）、郡戸小学校（榊雅彦
校長）、久米小学校（根本幸恵校長）で、３月２５日に西小沢小学校（阿部裕美校長）、幸久小学校（會澤伯民校長）、佐竹小学校（瀬
尾栄校長）において行われ、各学校の校長や代表児童によるあいさつ、校旗返納などが行われました。新型コロナウイルス感染症の
影響により、市長、市教育委員会、各小学校の教職員および児童に参列者を限定し、時間も短縮して開催。式典の中で、宮田市長は
「市はこれからの児童の皆さんの学びを応援している。新しい学校で新しい仲間と新しいことに挑戦してほしい」とあいさつしました。
４月からは新たに峰山小学校、金砂郷小学校が開校し、新たな学校生活がスタートしました。

金砂郷小学校は、金砂小学校と金郷小学校の統合により平成20年に誕生した学
校です。式典では、武石校長が「地域への誇りと大きな自信をもって新しい学校で
の生活を楽しんでほしい」と児童たちにエールを送りました。また、石川紗良さん（６
年）は、同校での思い出などを述べ、「ここで学んできたことを誇りに思う。下級生た
ちには新しい学校でも良い思い出を作ってほしい」と話していました。式典の後に開
催された閉校記念行事「ありがとう!!  金小  そして未来へ」では、児童による和太
鼓演奏や金砂郷小伝統の西金砂神社田楽舞が披露され、参加した保護者から
盛大な拍手が送られました。

しい小学校へ
金砂郷小学校

郡戸小学校は、大正元年に郡戸尋常高等小学校として創設された学校です。式典
で、榊校長は同校の歴史や地域との関わりについて触れ、「多くの地域の方の支えが
あり、さまざまな教育活動に取り組むことができた」と話していました。また、後藤颯志さ
ん（5年）は、「笑顔でチャレンジ郡戸っ子の精神を忘れず、新しい学校を盛り上げて
いきたい」と話していました。3月12日に式典に先立って行われた学校主催の閉校記
念行事では、全校児童での鬼ごっこや学習発表、バルーンリリースを実施。また、式典
翌日に行われた地域の実行委員会主催による催しでは、キャンドル文字作成や閉校
セレモニー、花火打ち上げなどが実施され、思い出に残る一日となりました。

郡戸小学校

久米小学校は、昭和60年に久米第一小学校と久米第二小学校が統合し誕生し
た学校です。根本校長はあいさつの中で、「コロナ禍での制限の中でも児童たちが
活躍し、久米小に素敵な最後の１年をプレゼントできた」と振り返りました。また、飛
田紗季さん（6年）は、「久米小学校は私たちの心の中に存在する。楽しい小学校生
活をありがとう」と久米小への感謝の思いを述べました。式典に先立って３月５日に
行われた「ありがとう久米小学校　夢と希望を未来へ」と題した閉校記念行事で
は、先輩からのメッセージ動画の視聴やバルーンリリースなどを行い、久米小での
最後の思い出を作りました。

久米小学校

10



新新しい小学校へ
それぞれの想いを胸に

西小沢小学校は、明治6年に前身となる日進舎として開校した学校です。式典で、
阿部校長は地域の方への感謝や児童たちの素晴らしいところなどを述べ、「ここで
の思い出はなくなることはない」とあいさつ。また、五嶋海月さん（6年）は、小学校生
活の思い出を振り返り、「ここで学んだことを忘れずに新しい学校もみんなで高め
合う学校にしてほしい」と話しました。また、閉校記念式典に併せて、地域の実行委
員会によって開催された閉校イベントでは、西小沢公民館において写真展や記念
動画の上映が行われました。式典当日の夜には、閉校を記念した花火が打ち上げ
られ、西小沢小学校の長い歴史に華 し々く幕を閉じました。

西小沢小学校

幸久小学校は、明治6年に上河合小学校として開校した学校です。式典で、會澤
校長は同校の歴史や地域とのつながりなどに触れ、「チーム幸久として歩んできたこ
とは学校の誇り」と感謝の思いを述べました。宇野藍璃さん（6年）は、「優しい地域
の方がいる幸久小が大好き。ここでの幸せな時間をずっと忘れない」と話していまし
た。式典の前には校庭でバルーンリリースを行い、式典の後には、地域の実行委員
会主催の閉校記念イベントを開催。ドローン撮影映像の上映やモザイクアート披
露、県警音楽隊による演奏が行われ、最後は打上げ花火により幸久小学校の長い
歴史に華 し々く幕を閉じました。

幸久小学校

佐竹小学校は、明治6年に磯部小学校として創立された学校です。式典で、瀬尾
校長はあいさつの中で「佐竹小を忘れないで、大好きな郷土を大切に、新しい仲
間と新しい学校を築いてほしい」と児童たちに語りかけました。また、小林真子さ
ん（6年）は、天神ばやし太鼓を経験したことや地域の方が作ったさつま汁を食べ
たことなど佐竹小での思い出を振り返り、「楽しい思い出をありがとう」と話しまし
た。また、閉校記念式典に先立って2月25日に行われた閉校記念行事では、6年
生の児童による天神ばやし太鼓の演奏が行われ、迫力ある演奏に見に来た保護
者や下級生たちから拍手喝采となりました。

佐竹小学校

＊文中の学年は令和3年度のものです。
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3月 25日現在の情報を掲載しています。
最新の情報は、市ホームページや
厚生労働省ホームページでご確認ください。

新型コロナワクチン接種関連情報

厚生労働省
ホームページ市ホームページ

現在の本市のワクチン接種予約の状況

12～17歳の方の追加（３回目）接種を始めます
3月25日、厚生労働省が、12～17歳の方について、ファイザー社ワクチンによる追加（3回目）接種を可能としました。
本市では、ワクチンの見通しが立ち次第すぐに接種を始められるよう、接種体制を構築すると共に、4月中旬に接種券
等を発送する予定です。接種方法等の詳細は、決まり次第、市ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。

追加（3回目）接種

予約対象

予約受付期間

初回（1・2回目）接種 小児接種

令和4年3月25日現在

2回目の接種から6カ月以上経過した
18歳以上の方

5月21日まで
＊以降も段階的に受け付けます

接種場所 市内17医療機関、県大規模接種会場等 市内の医療機関から市が調整
し決定

市内で使用する
ワクチン

ファイザー社または武田/モデルナ社
ワクチン（mRNAワクチン）

ファイザー社ワクチン
（mRNAワクチン）

小児用ファイザー社ワクチン
（mRNAワクチン）

予約方法

持参するもの

【60歳以上】調査票（はがき）の返送に
より市が調整し予約
【59歳以下】WEB・LINE・電話（コール
センター）

電話（コールセンター）受付後、
市が調整し予約

WEB・LINE・電話（コールセン
ター）

12歳以上の方で、まだ一度も
ワクチン接種をしていない方

5～11歳の方で、まだ一度もワ
クチン接種をしていない方

・封筒の中身一式（接種券一体型予診票、宛名兼接種済証）
・身分証明書（運転免許証、マイナンバーカード、健康保険証等）
・母子健康手帳＜小児のみ＞（可能な限り持参してください）

随時 5月14日まで

市内8医療機関

12

（月～土曜日〈祝日を除く〉
午前9時～午後5時）

耳の不自由な方専用 FAX番号 0294-72-0123

市相談・予約コールセンター
☎０１２０-２２６-３８０
＊電話がつながらない場合は、時間をおいてからおかけ直しください。

接種を希望する方は、ご連絡ください。


